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大土地所有 中土地所膚 小土地所有 零細土地籍論 無　所　有
纂準 100陶以上 20H向以上 5陶以上 5陶朱満北　　満
（1灘屯） 戸数 2．9 11．2 10．5 12．2 63．2
面積 50．0 37．9 10．0 2．王
　
基準 500畝以上 100畝以上 30畝以上 30畝朱満
甲　　満
（10県10屯婆01戸） 戸数 0．2 16．7 17．5 16．7 48．9
藏積 3．2 69．0 22．3 5．5
…
基準 70～500畝以」： 20～100畝以上 10～50畝以上 10～50畝未満
南　満※
（10県10屯569戸） 戸数 4．2 14．8 15．5 33．0 32．5
















地域溺 全屯 地主 小作入 地虫・小
作人合計
全　屯 地主所有地 小作人所窟地 地虫・小作
入　合　計
実数 681 100 225 325 8，178．6日向 5，607．7 1，392．1 6，999．8北　満
17　屯 ％ 100 14．7 33．0 47．7 100 68．5 17．0 85．5
中　満
10　屯
実数 401 78 王68 246 1，725。31絢 943．5 套08．4 1，342．9
％ 100 19．3 畦L7 61．0 100 54．2 25．7 79．9
実数 569 66 167 233 17，296畝 5，517．1 2，979．7 8，496．8南　満





















件数 36曇 2．2 o．8 1．傘 o．3 3§．3 基3．7 蓼．＄ 3．o ～
藤積 5β15．呂 0．2 ◎．1 露．3 昏．◎ 37．7 50譲 8．o L3 　
申　満
件数 325 L2 三．露 … h一
呂6．露 1L遥 一 一 　







藤嚢 6β艇 霊6．5 　 　 ～



















戸数 681 1◎3 32 99 23塁 157
… 　
％ 1◎◎ 15．1 魂。7 1婆．6 3婆．喚 23．1
一 一
戸数 401 2隻 17 34 72 1生5 一 皿中　　満
％ 100 5．2 4．2 8．5 18．0 28．7 一一 一
繭　　満
戸数 569 婆2 12 22 76 125 36 13
％ 三〇〇 7．4 2．1 3．9 13護 22．0 6．3 2．3
戸数 1，651 166 61 155 382 397 36 欝
合　　計
























































農家数 5三 嘆5 24 30 33 13 19 215
1934 雇　農 28 20 14 15 15 5 8 105
％ 54．9 44．壌 58．3 50．0 45．5 33．3 42．1 48．8
農家数 53 53 3正 40 30 54 25 286
1938 雇　農 32 31 18 24 1荏 33 王8 107
























































































総戸数 雇農 貧農 中農 富農 地主 工人〈労働書〉 その他
194娃
563 121 30婆 29 5 11 79 14
100（％） 21．6 54．0 5．1 0．9 1ユ 14．0 2．5
670 4婆 516 41 4 7 48 10
三946
































































計 126（4。5） 1，58荏（9．8） 305．5 嘆24 3，638，12（2の 423．6 1，250．31 荏，464，9 708 25 25
毎戸
平均
12．5 2．4 3．4 29 10 35．4 5．6
中
機
計 337（12．2） 3，036（18．8＞ 802 107．5 2，337．71（15．4〉 409．7 352．41 5，婆48。42 1，049．5 工71 185 12
毎芦
平均
9 2護 0．3 7 10．4 玉6。2 3．3
賞
農
計 876（3L6） 4，768（29．5） 1，166．5 13 2，300，14（15．2） 339．9 L835，39 3，795．63 526．5 309 荏31 491
毎戸
平均
5．4 L3 2．6 4．4 0．6
燐乏
農
計 1，182（42．8） 5，403（33．5） 1，458．5 （嘆87．5） 344．59（2。2） 22嘆．15 248．5 368．94 1，079 1，06嘆 1，171
毎戸
平均
4．6 L2 0．3 03
工
人

























計 2，772（100） 16，138（100） 3，93玉 638 15，160，59（100） 6，859．61 6，859．61 15，160．59 2，551．5 1，738 1，791 1，84嗅
毎戸・帯均









































戸数 人目 分配土地（繭〉 役畜 車輌
窟　　農 6 59 26．50 6 59 10．1 13 6
中　　農 13 80 56．00 8婆 559 107．82 42 16
貧　　農 270 1，328 0．50 圭99 849 155．79 10 6
…常　　　　　　瞠雲動
騰　　贋 32 44 32 嘆4 10．07
手工作坊 1 4 1 荏













































区　　分 戸　　数 人　　口 区　　分 戸　　数 人　　口
地　　　主 「満拓」 地　　　主 0
佃　富　農 8 73 富　　　農 9 85
佃　中　農 23 41 中　　農 30 189
f田　貧　農 52 218 貧　　　農 114 41？
雇　　　農 21 80 雇　　　農 ◎
赤貧（弧寡） 18 55 赤　　　貧 ◎






































































































































































































































































































比較的良好 1◎区 2三％ 8　％ 386屯 3純
「爽生飯」 30区 60％ 89　％ 518屯 77屯
混乱状態 10％ 2窪％ 58屯
空臼状態 11区 1◎2屯 1喋屯
※「三分区」制については，糠北日報」1946年9選2蝦，1馬仲雲報告参照。
な打撃を与え，経済的にもその基盤を§§化きせたがなお完全には倒されておらず，さまざまな手
償で農民の翻身を阻害していた．
　12月会議は，封建勢力側からの攻撃の特徴をくわしく分析したが，そのなかでも幹部にたいす
る買収と地主配下の利用による攻撃が重大であるとした．そしてさらに変革主体の側（とくに幹
部）にも弱点があることを指摘し，たとえば，闘争の成果を横どりすること（畏衆はこれを「幹
部翻身」と称する）・汚職・公金流用・私物化・地主からの収鮪・強迫命令・にせの穫簿をっくる
・ 地主と結托するなどを批半彗の対象とした。ここに，幹部養成の重大な課題があり，松江省では，
今後3カ月間に，薪幹部1万3千人の訓練議画をたてたのである．かくして，47年春耕時までの
3カ月間に，こうしたF爽生飯」消滅運動が提起されることになった．
　「合江憲」㈹
　合江憲の屯全体からみると，約20％の屯がかろうじて「熟飯」（たきあがった飯）状態であり，
40％は「爽生飯」，残りの40％は空白屯である．現在の状態は「初期的根拠地」段階であり，この
段階には「悪覇地主と封建ファシスト集団」（地主・漢好・特務・警察・土灘・封建迷信団体）に
よる「奮権・報復」などの複雑な情勢が伏在している．農村の主要な敵はこの「悪購地主」であ
り（N本侵略者の打倒後に残存している「封建ファシスト集國」の中心人物），この経済的基礎で
ある±地・役蓄・農具を徹底的に清算して中農の地位にまでもってゆくこと，政治的罪は厳罰
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に処す必要がある．まさに践衆の「貧困の根源」をとりのぞくには，悪覇地主という「悪の根源諜
をとりのぞかねばならない．
　農民の翻身の程度とは，真に土地が農畏の手に入っているかどうか，土地獲得後はそれを耕作
してかつその土地を守る決意があるかどうかにかかっている．これをめぐって，一方では地主勢
力による「假分地・明分暗不分・かくし田」が横行し，他方では政策上の左偏向がそれを助長
する状態をつくりだしていた．46年11月上旬に開かれた合江省幹部会議は，この左偏向を批判是
正することに書及して次のように述べた．すなわち，政策執行における左翼偏向の是正は，農村
における悪覇地主をさらに弧立させるためにこそ必要なのであり，中農への利益侵害は全体とし
ての打繋爾が広すぎ，結果として悪覇地主への打繋が軽くなっていたのである．たとえば，悦来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エセ
の陳家園子の地主陳老八は親戚や配下に「假農会」を組織させ，それが陳の34絢の土地と17匹の
馬を管理するという，事実上，地主の手中に土地・役畜を温存していた．「かくしee　」については，
悦来県城の4入の地主は，清算時の報告面積以外に，多数の土地を所有しており，ある地主の場
合は報告地200絢であるのにたいし，点検の結果なお150絢を所有していたことがあきらかとなっ
た．
　かくて，46年末から鯛始される運動では，「貧農・雇農に依拠して，中農と固く団結し，富農を
昧方につけ，小地主をも味方につけるか中立化させ，力を集中して悪覇地主を打倒する」方斜と
して定式化されたのである．
　このようにして，新しい土地改革の段階，再点検運動が組織されることになり，それは同時に，
中共中央の「春耕前に土地改革の完成をかちとろう」という指示を背景にして，農民の「翻了半
個身」（半分翻身）状態の克服が主要な課題となった即47年1月19日付延安放送は，「1946年解放
区の土地改革運動」を歴史上空前の社会変革と総括して，46年10月現在，すでに6千万人の農畏
が土地を獲得したと伝えた蝉
　1945年9月から約一年問にこのような変革をなしとげた東北地域の農民の潜在的エネルギーの
大きさは，今後，農業生産にどのように組織されてゆくのだろうか．これが，47年「春耕生産」
の課題であり，同時にこれと「半生不熟」克服運動がどのように結合されようとしたのか，そし
てそこに内包する諸矛盾は何であったのかが次に問われることになる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1980年9月15臼）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔註〕
（1）芝池靖夫編著姉国社会主義史研究』，ミネルヴァ書勝，1978年，第8章．
（2）　糠北鷹報覇の閲読にあたり，H本国際問題研究所毛里和子氏から援助をいただいた．記して感謝申しあげる．
　　第工次大戦後の中国土地改革に関する最近の研究のなかで，内田知行「反漢好運動と減秘減息還動」（墜史学研究幽1979
　年10月）は，反漢好運動を臼本敗北後の中濁社会の変革の趨点にすえ，そのうえで「減根減息清算」を経て土地改革を展望
　する論点を強調している．本稿との関連で，この点は重要と考える．策北部の事例研究として，姫田光義「人畏解放載争期
　の土地改革・農民運動」（「講座巾国近現代史調第7巻），天野元之助隙国の土地改軌（アジア経済研究所，圭962年）を参
　照されたい．
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　　　なお，中共中央レベルと各解放区V．ベルにおける「土地法大綱」（47年10月〉を中心とした土地政策の諸問題については，
　　紹申恭子　“Mao　and　Liu　in　the　1947　Land　Reform：Allies　or　Disputants？”The　China　Quarterly，　No．75，・「内戦と
　　中共土地政策の転換」「アジア研究224－4（1978年1月），25－1（1978年4月），「中国土地法大綱と地方土地会議」　1「アジア
　　経済誘20－5〈1979年5月），「戦後中共土地改革の急進化」e「社会経済史学謁46－2，を参照のこと．さらに，john　Wong，
　　Land　Reform　in　the　Peop玉e’s　Republic　of　China　（1．Y．：Praeger，1973）Chap．2，　Suzanne　Pepper，　Civil　War　in
　　China　（Berke｝ey：Univ．　of　California　Press，1978）chap、7も参考となる．
（3）拙稿略本帝国主義下の申国東北地域社会論にかんする覚書」『歴史評論』1973年11月（No．282）参照．
（4）以上の説明は，その多くを満鉄調査部編（石顕精～執筆＞c「北満に於ける雇農の研究諺博文館，1942年，嬉3章ド麓農の種
　類」，第5章「労働賃銀」に負っている．
（5＞　　「司」二書，　p．116．
（6＞代元正成「北満農村の動向に関する一資料一一克山県程家油勝屯実態調査報告f満鉄調査月輪21－5（194王年5月），pp．
　81－87の事例も雇農の増加を示している．
（7）原朗「1930年代の満州経済統制政策」『日本帝国主嚢下の満州s，郷茶の水書鰐，1972年所収
（8＞田中武夫『橘僕と佐藤大四郎s，龍渓書舎，1975年，pp．　150－151．
（9｝　欄拓村に於ける雇傭労働事情調査s，満州国立開類研究所，1941年12燵，p．3，軟筆鱒点1941年9消．
働　前掲轡『北満に於ける雇農の研究毒，p．171．
（11｝岡上書，石田精一の分析の原型は「北満に於ける雇農の盤質」『満鉄調査月輪21－3（1941年3紛にみえる．
〈12）　　岡」二書，　P．7．
（13｝　　pa　」二轡，　p．221．
（14）　岡上書，　p．223．
（殉　岡上轡，p．　216およびp．171．
（15a｝鍛治邦雄「大上末廣の満洲経済論ノ関西火掌商掌論集』22－5（1977f難2用〉．
（15b＞蔚掲書，註｛8｝，第圭2章．なお，佐藤火四部『緩化縣農村協同組合方針大綱s，および『満洲に於ける農村協岡親合運動の建
設一農事合作畿の発展のために2溝溺評論社．1943年1弱，参照．
（16＞　「中共東北中央局指示没収敵偽土地分給農K」「解放黛輪（延安）1946年4月17H．力耕編『解放区的±地政策輿実施」，
　中国出叛社，1947年2月，p．64にも所収，
〈助　「7月7Ei指示」については，天野元之助e中国の土地故革2，　p．　36参照．最近の資料「参糠全国土塘会1灘茸後一訪憲委
　文教辮衛之岡志J（罪遼家大学学報』1980年第3期）によれば，東北解放区には46年5月中旬に五四指承が到齋し，東藏局は，
　5月21日，「東北日報諺社論「解決土地問題是深入群衆運動的申心環節」を出し，7月11日にも社論「灘農村申表，劉群衆中
　去3が嵐されて，大規模な土地改革運動が組織されはじめた．ちなみに，周立波曝風騨雨舌は，この時期を含む東北土
　地改革（松江憲）のルポルタージx的小説である。劉錫誠「談『黎風験雨li及其評価問題」「社会科学戦線遷1979第第4期
　（1979年ll月），pp．313－317参照、また，『人艮日報2　1979t｝111月19日，4＠「周立波岡志在追埠会在京挙行」，および隅上紙，
　11月21B，6面，王首道「畢生抗根入艮中」参照．　発表峯時における文学上の議論は次にみえる。『東北摂報轟1948年2
　月23H，4置「答霜野間志一立波」；6肩22臼，4諭「「暴風縢雨』座談会記録摘要」。
鮒
働
⑫①
⑫1）
㈱
⑳
鋤
⑫5）
㈱
㈱
㈱
f東オむ1ヨ報s，　1946年8月18臼．　e東ゴ七問題s　（新華臼報館図書課印行）　1946隼i2月，　pp．158一王6Gξこも所s｛又．
e東北日報s，1946年8月13日，1面「東北雀聯会歴時3日逐条慎重討論修正通過施政網領」．
『東北日報s，1946年8月31日，1面2薗「林楓岡志閣於「東北各雀市斑主政府共岡施政網領s説明」．
『東北鍵報』，1946tll　8月21田，2面「賓県土改運動中九万赤貧農獲得土地」．
『東北臼報』，1946年8月18日，1面「賓県賓安区熱烈集会慶祝清算逆産勝利」を参照．
「東北B報s，1946年7月13日，1護ド賓県漢妊地主為薩作患，農民奮起分撞逆産」．
『東北臼報s，1946年7月3臼，社論「発揚馬斌式的群衆工作」．
「東北臼報s，1946年6月8日，「賓県領導群衆工作的経験総結（上）」．
f東北日報3，1946年6月4日，「賓県反妊清算閥争的経験（下〉」．
f東北B報s，1946年6月2日，「賓県群衆工作状況」．
y東北露報s，1946年9月5日，1面「政聯行政委員第2次会言拠．
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⑳　　糠北日報講，1946年9月28副，社論「東北軍艮動員起来，粉砕蒋介石的進攻j．
圃　東北での運動の展開については，たとえば以下の記慕を参照，
　『東北購晦，1946年9月18日，2面「龍江西南20行政村」．9月23理，2面「澁南」．三2月21日，2極ヂ吉林解放区6県」．
　12月17K，2颪「安図県」，など．
（3！）　力耕編　『解放区的土地政策與箋施誘，pp．62－64．
（32）　『東此日報s，王946年9月27B，2颪．
㈹　中国現代史資料コX　干lj「第三次国内革命戦争概況di，人rtlli版社，1954年，　p．6，　p．9，　p．176，　p．180，　p．182による．なお，
　咽保臨江戦役」のなかで重要な役割を果した陳雲が，47年初，巾共ゆ央東北厨「南満分局」設立とともに書記に就任，通
　化を巾心に活動したこと，南満軍匿罵全員は肖勤光であったことなどが最近あきらかにされた．律遼寧大掌学報詣1980年3期
　所叡「参繍全園土地会議蒲盾jP．7による．
圃　　『東北日報謙，王946年11月14a，15　Ell，「黒龍江雀群運（土地改革〉四個月的総結（上）（中）」，（下）は未兇．
（35）　『東北日蜘，1946年12E24　B，1遜「松江雀残委拡大会議確立鐙園工作中心」．岡紙，1947年1規12日，2薦「松江省年
　来群衆運動初歩総結」伊群衆工作手手r晦＞App．1－11にも所奴）．
〈3⑤　「東北1ヨrWli，1946年12月23ヨ，1面「合江雀委発出指示進一歩深入土地闘争」（王2月王0遜付指承）．岡紙，12月27　a，1彌
　「舎江張政委親霞動手深入区村発現問題」．岡紙，1947年3月8B，2面3面「論群衆工作巾的諸問題一節録合江雀群衆工
　作会議総結記録」（47年2月12E｛付）．最近の資料によれば，合江雀レベルの根拠地建設や土地改革に大きな役割を演じたの
　は張聞天（洛甫）であったことがあきらかにされた．『人筏日報讃，1979年8月26H，登例・平悼詞，劉英「深切悼念張聞天岡
　志」，岡紙，g月4撚，張啓龍・李延禄・興亮平・卓雄・陳簸季寸・王新三・徐少甫「共産主義渚的惜季莫一罎憶在含江工作時
　期的張il｝1天間志」参照．
㈱　e「解放日報s，1946年12月14B，社論「雫取春耕前完成土地改革J．「A民斑輪（晋翼魯豫辺区・｝紅弾｝滞）1946年12月18穏．
（38）　糠北撚報s，1947年1月31Ei，1面．
（補譲〉　本文中の，「痢」は「埆」とも書き，－1絢は10畝（ムー）として計算されている．なお，「拷青」の場合も「榜青」と書
　かれることがある．
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